
１．赤崎港の気象・海象の特性
西から北西の波浪やうねりは、沖防波堤及び西防波堤に遮られて影響は少ないが、北西の季節
風によっては、うねりが港の入口付近で高くなり出入港ができないことがある。

２．赤崎港の港外避難等に関する勧告基準

３．その他
・底質は砂・泥が多く、沿岸付近には一部、岩が認められる。
・利用船舶のほとんどが地元船で占められる。
・西側船だまりは、風向に関係なく平穏であるが、避難船舶の錨泊スペースがない。
・東側船だまりも、イカ釣り時期には定常的にイカ釣り漁船が出入することと、北及び北東の風が
吹くときは船だまり深部までうねりが侵入するので、スペース面も含め錨泊には適さない。

赤崎港の地域的情報

船橋に備え置いてください！

R3.9 作成

各海域（港）最寄りの海上保安庁の事務所や地方運輸局で配布している走錨事故防止ガイドラ
インとともに、船橋に備え置いてください。
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